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１００の事例が語る共通の鍵

中学３年女子。中２
の５月頃から、体調不
良を訴え、保健室で過
ごすことが多くなる。
「友達にいやなことを
言われる。」
と担任に相談するが、
「気にするな。」
としか言われなかった。
連休明けから休みが

増え、母親の送り迎え
で週数回登校するが夏
休み明けには、全く登
校しなくなってしまっ
た。

不登校は、これで解決！

（典型例）

学校の生徒指導機能を高める連携の在り方
～事例から学ぶ不登校・校内暴力解決策の提言～

群馬県総合教育センター
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・逆戻りや学習の遅れに対
する不安

・起床時間が遅くなる
・「先生が怖い」「いじめ
られる」と言う

・保健室に頻繁に行く

ずけずけ近づかないでほしい

・家族との中で交流が始ま
り、自己主張する
・買い物、外出をしたがる
・登校できても強い緊張感
や不安を持って生活して
いる

子の興味に沿ってかかわる

会えない、会いたくないでも、忘れられるのもいや

担任に限らず、接触しやすいものが、母と面談をする 学校への要望は、しっかり聞き、対処する

担任や学校の対応に不満を言う

家庭訪問は、保護者在宅時に行う 無理に会わず、会えた時は学校以外の興味ある話題を選ぶ

・診断と対応の助言
・状況に応じて他機関を紹介する

登校後の対応を助言する

再登校への対応を聞く

母の気持ちを伝える 再登校時の対応を話し合う

クラスの人間関係を見直す

勉強をしたいと言う

個別学習をして、学習の遅れを取り戻す

進路の話をする

進路について情報を与える

担任の配慮に感謝する

・養護教諭の話を生かす

・安易に友人を使うと、本人の

負担になる

友達の手紙やメールをいやがらなくなる

登校してほしいと思う

・迎え入れる学級作り。

・不安を持ち始める
・父親は、気にしていない

・登校葛藤と罪悪感がある
・登校刺激に反抗、攻撃に
よる自己防衛

・家族との交流は、母親
のみ

＜経過＞ 母親は、担任に相談したが、その対応に不満を持った。１学期は、母親が送り迎えをして、週１，２回登校していた。夏休みは元気に過ごせたが、２学期になり、登校できなくなる。些細なことにいらだったり、何もせずぼーっと
したりして、感情の起伏が激しくなり、母親は、精神的な病気を疑うようになった。学校からの紹介で、こころの健康センターで心理検査を受けた。検査の結果は、異常はなく、相談機関でカウンセリングを受けながら様子を見ることを勧め
られる。子ども教育支援センターで定期的にカウンセリングを受けた。

・個別学習を行い、学習の遅れ

を取り戻す
・役割を分担して支援する

対本人…担任
対母…養護教諭
対外部機関…相談係

・気の合う友達とつながる機会

を作る

・家庭機能の改善をはかる
・本人、家庭、学校のパイプ役となる

・家庭機能の改善をはかる
・本人、家庭、学校のパイプ役となる

協力し育てる

・母親の気持ちをしっかり聞

くことで信頼関係を築く

・本人の興味のあることでつな

がる

友達とうまくかかわれるよう配慮する

個別学習をする

・迎え入れる学級作り

・自分で決めさせる機会を作る
・必要な資料を渡し、決められ
るまで待つ

・補習を行い、自信を持たせる

上段 左から右への内容

下段 右から左への内容コメントの内容

・登校しても緊張感や不安

を持っている

・進路への不安と期待
・本人の決定を待てる

・自分の将来について考え
られる

・自分で決められる

方針を示す

全体を調整する

担任に助言する

本人の様子を見る

母を支える父

子を見守る母

結びつきが強い

結びつきが弱い

・不安が大きくなる
・家族間の人間関係の悪化
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状態

休
み
始
め

不
登
校

回
復

再
登
校

中心となるかかわり

母親の気持ちに沿った丁寧な対応をする

一人で抱え込まず、周りに援助を求める。

担任以外や外部機関と連携することも有効で

ある。

本人の不安を理解する。
分担をして連携する。

社会的自立を助ける。

クラスの友達とふれあう機会を作る。

解決までのポイント

0270(26)9200

について

・学校復帰にむけての情

報交換をし、親や子へ

のかかわりかたの助言

を得る。

・復帰後も連携を続ける。

家庭と学校のつながりを第一に考え、対応していった。担任一人に任せてしま

うのでなく、校内が組織としてまとまり、役割を決め、家族を支えた。外部の

相談機関に行くことで本人と母親の気持が安定し、父親に相談できるようにな

った。家族間の交流が増えることで本人が次第に自分の将来を考えられるよう

になり学校に復帰した。

気になる子に意識して声かけをする。
休み時間の様子にも注意する。

趣味や好きなことを話題にする。

個別学習で不安を減らす。
仲のよい友達と交流の機会を作る。

自分で決める。

機 関 名 電話番号

子ども教育支援センター
・子どもや家族への心理的支援

・学校の対応への助言
・

・学力

・友人関係

できるだけ詳しい情報を

事実のみ提供する。
児 童 相 談 所

こころの健康センター 027(263)1156

中央027(261)1000
西部027(322)2498
東部0276(31)3721

・身体や精神に不安定な症状が

表れたとき、心理検査等によ

り診断を行い、適当な医療機

関を紹介

・家庭内に問題が見られると

きの家庭内の調整、養育相

談

どんな連携をするかどんな相談をするか

・心理的診断の状況と対

応の仕方の情報を得る

いじめ緊急対策室 0120-889756
・不登校の原因がいじめによる

と考えられられるときの支援

（特に不登校期や回復期では、管理職・相談主任が中心となり、担任を支える）

0270(26)9200

問い合わせ先

群馬県総合教育センター教育相談に関する調査研究チーム

カリキュラムセンター ０２７０－２６－９２０８

中之条0279(75)3303
沼田0278(23)2185
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校内暴力よくある始まり（典型例）

中学３年生男子。中１
の夏休みから非行グルー
プとのつき合いが始まっ
た。
２年生で授業に出なく
なり、廊下で仲間とたむ
ろしたり、暴れて壁をけ
ったりしていた。教師の
言動に逆らい、注意した
教師につかみかかること
もある。。
深夜徘徊を繰り返し、
万引きや喫煙もする。

くわしくは次へ

100の事例が語る共通の鍵

学校の生徒指導機能を高める連携の在り方
～事例から学ぶ不登校・校内暴力解決策の提言～

群馬県総合教育センター
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協力的な関係

対立拒否的な関係 連携での注意事項
上：左から右方向への内容

下：右から左方向への内容
ｓｃ：スクールカウンセラー

友人 仲間 学校 PTA機 関

《経過》母は、非行がエスカレートすることを心配し、児童相談所に相談した。心の問題があるのかと、心理検査を受けさせたが、特に問題はなかった。スクールカウンセラーが、少年育成センターを紹介した。家に居場所がなく、孤立しがちな母は、自宅から遠いこともあった

ので、子ども教育支援センターでカウンセリングを受けた。自分の思いやつらさを受け止められ、次第に自信や落ち着きを取り戻していった。３年生になると、グループの何人かは進路を考えて抜け始め、A男にも授業に出るよう持ちかけた。始め荒れたが次第に将来のこと
を気にし始め担任外の職員にも不安を話すようになった。父もカウンセリングを受け、自分自身が親離れをしていないことや、A男への対応が原因であったことに気づき、A男の話を聞くなどの努力をした。

目標や行事などの情報提供

目的意識を

持ち始める

目標や卒業へ

向け前向きに

なる

本人と家族

互いに支え合う存在

対教師暴力

器物破損

万引き 喫煙

現状と対応のポイント

組織としての
連携がとれて
いない

各自の役割の確認
子どもとの対話を
心がける

ポイント

個々の機能がバラバラな状態

・小さな事も初期対応で

大きな成果がある

・見逃さず、見捨てない

・重く受け止め、身軽に対処

学校内職員間、教師と子ども

との関係の再構築

・子どもと雑談する関係作り

・学校で子どもを育てる

・得意なことを認めていく

・叱る前に何故したか聞く

役割が明確化されてきたが

連携が足りない

・学校行事で活躍の場を作り、

グループ学習で自己決定の

場を作る

・あいさつプラス一言の声がけ

各機能が連携され、機能し

ている

・起こったことをすぐに教師

間に伝える（校内）

・連携する専門機能と人間

関係を作っておく（校外）

担任

管理職

生徒指導

仲間

祖父母が親代わり
で母が孤立

担任・
担任外職員

前向きな変化を
起こし始める

SC

管理職

生徒指導

生徒のありたい姿
を目指させる

同級生
仲間

PTA

母のつらさを
受け止め、受容的
に悩みを聞く

担任以外が
サポートすると
好転する

頼れない母

いらいらが増える

部活をさぼる

交友関係が変わる

任せきり

疎外感・自信喪失

学校の対応非難
子育てを放棄

母

父祖父母

子どもを任せ
はじめる

祖父母

父としての
役割を考え始める

兄弟姉妹

子とかかわってほしい

父 母

家族と遠く
なった祖父母

父としての機能
を果たし始める

祖父母
母

父

指示

報告 指示・報告

担任外職員

SC

管理職

生徒指導

学年主任

子どもとの接点

方針・指示

全体の調整役
対応策の提案

仲間や集団の
育成

仲間

担任

児童相談所

一時保護や心理検査の実施

警察署 生活安全課

少年育成センター

・少年非行に関する相談業務や家庭訪問

・学校に求める情報

具体的な援助事項を示して欲しい

教育相談機関
・子どもの気持ちを受け止める

・学校を訪問し情報交換

自分の目標や将来の夢を話す

良さを認め、将来の目標に向けての情報を提供

管理職

担任

SC

子と話し合い夢
を語り合える担任

生徒指導
担任外職員

仲間

学年主任

母をののしる

祖父母

育児に介入

母

自信喪失

父
父としての役割なし

出席しても「針の筵」と保護者会に欠席

事件にかかわる保護者会の実施する
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そして、こう解決しました・・・

主な相談機関連絡先

問題を抱える生徒らと雑談できる教師が、彼らの思いを受けとめる

など、学校内では役割を持って子どもにあたった。また、学校行事で

活躍の場を作り、グループ学習で自己存在感を高めた。さらに、少年

育成センターと連絡をとり、協力を要請。いざというときは出動態勢

に入れるようにした。母には相談を受けるよう勧め、父と母が一致し

て協力し子どもを教育できるよう支援した。

３年生になり、進路に目を向けさせると次第に落ち着いてきた。

①前兆期

②暴力期

③回復準備期

④回復期

・子どもの話を反論せずに聞いて、子どもとの絆を切らずにつながる。

・物が壊れたことなども重く受け止め、素早く報告し対応を協議する。

・抱え込まないで学校を開き、関係機関に情報を伝えると共に、本人

保護者それぞれを支える役割を決め対応していく。

・荒れた子と雑談できる心の余裕を持つ。

・本人の得意なことを認め、活躍の場を与える。

・家庭でも、父母が役割を再構築できるよう支援する。

・希望や夢を考えさせて、将来へつなげられるよう進路実現に向けて、

学校が組織として動く。

・職員の意識の規準と指導の方針が一致するよう学校全体として規範

意識を高めていく。

解決までのポイント

0270(26)9200

027(263)1156

027(254)3741

中央 027(261)1000
西部 027(322)2498
東部 0276(31)3721
中之条0279(75)3303
沼田 0278(2392185

こころの健康センター

少年育成センター

児童相談所

子ども教育支援センター

機関名 電話番号 相談できること

少年非行に関する相談
依頼に応じてパトロール

交友関係
家庭の情報

こんな連携
をします

学校教育における様々
な問題の相談

心理検査や医療
機関紹介

すべての人の心にかか
わる相談

一時保護や
心理検査養護や虐待などの相談

子どもへのかか
わり方

いじめ緊急対策室 0120-889756
いじめにかかわる悩みの
相談

学校などとの
連絡

問い合わせ先
群馬県総合教育センター教育相談に関する調査研究チーム

カリキュラムセンター ０２７０－２６－９２０８

（同じ対応ができるよう日頃の職員同士のつながりを大切にする。）


